
 

 

 
第１章 都市計画マスタープラン策定経緯 

 

参考資料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 



 

1 

 

第１章 都市計画マスタープラン策定経緯 
  

１）検討体制 

 都市計画マスタープランの検討体制は、以下のとおりとなります。 

 都市計画マスタープランの策定に当たっては、関係課の意見（関係課長）、町民の意見（アンケート）、

専門家の意見（都市計画マスタープラン策定委員会）、宮崎県の意見、パブリックコメントの意見を考

慮しつつ、検討をおこないました。 
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■ 都市計画マスタープラン策定委員 
所 属 名 委 員 氏 名 

学識経験者（商工会会長） 宮崎 吉敏 

学識経験者（役場ＯＢ） 杉本 陽一 

行政機関(高鍋土木事務所所長) 森 茂雄 

行政機関（農業委員会会長） 黒木 則人 

川南町議会議員 児玉 助壽 

川南町議会議員 三原 明美 

川南町議会議員 安藤 洋之 
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２）策定経緯 

 都市計画マスタープランの策定経緯は、以下のとおりとなります。 

 都市計画マスタープランは、2014（平成 26）年度・2015（平成 27）年度の 2ヵ年かけて検討をおこ

ないました。 

 2014（平成26）年度では、町民意向を把握しつつ、都市の現況を把握し、川南町の都市計画の課題を

整理しました。 

 2015（平成27）年度では、各種会議を開催し、都市計画マスタープラン（素案）の検討をおこないま

した。そして、パブリックコメントや宮崎県の意見を反映した後に、川南町都市計画マスタープラン2016

を策定しました。 
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